
第２編 

基本目標



  長野県を取り巻く状況や長野県の特性を踏まえた上で、これからの県づくりに県民の皆様

とともに取り組むための基本目標を、次のとおり掲げます。 

ここには、長野県総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン）の基本目標である「確かな

暮らしが営まれる美しい信州」を継承しつつ、未来を志向する計画としていくという意志が

込められています。 

  「確かな暮らし」 

明日への希望を持って日々の生活を送ることができ、万一の場合には温かな支援

を受けることができるという安心があることです。 

これは、「誰一人取り残さない」というＳＤＧｓ＊の考え方にも呼応し、経済・社

会・環境の３側面が統合的に向上すること、すなわち、経済が持続的に発展し、誰

もが役割を持って活躍するとともに安心して生活でき、豊かな自然環境が保たれる

ことによって実現されるものと考えます。 

「美しい」 

長野県や長野県民の次のようなあり様
よう

を表しています。 

・先人によって守り育てられてきた豊かな自然や農山村の原風景・町並みの美しさ

・地域に息づく郷土への誇りや絆を大切にする心

・子どもから大人まで未来に向かってひた向きに努力している姿

  「学びと自治の力」 

課題に気付き、その解決に向かって考え行動するための原動力である学びと、一

人ひとりの学びを社会や組織の中で共有して自ら行動するための基盤である自治の

力は、新たな発想で未来を切り拓いていくために求められるものです。 

長野県には学びの風土が根付き、県民性は自主自立の気概にあふれています。こ

うした「学びと自治の力」を再認識し、未来に向けて活かしていく。そうすること

で、長野県は、これからの時代を牽引する新しい生き方や暮らし方、価値を創造で

きる最先端の地域、すなわち“クリエイティブ・フロンティア”になり得るものと

考えます。 

確かな暮らしが営まれる美しい信州 

～ 学びと自治の力で拓く新時代 ～ 
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